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在
日
外
国
人
に
医
療
情
報
を
提
供
し
て
い
る
民
間
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
は
一
日
か
ら
、
タ
イ
語
に

よ
る
電
話
エ
イ
ズ
相
談
や
、
一
部
地
域
の
医
療
機
関
な
ど
に
日
本

語
の
で
き
る
タ
イ
人
看
護
婦
を
派
遣
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
三

か
月
間
の
予
定
で
、
試
験
的
に
始
め
た
。

　
厚
生
省
の
一
九
九
四
年
度
の
報

告
に
よ
る
と
、
国
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
工

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
者
、
エ
イ

ズ
患
者
の
う
ち
、
男
性
の
三
〇
％
、

女
性
の
八
〇
％
は
外
国
人
。
全
国

的
な
国
籍
別
統
計
は
な
い
が
、
例

え
ば
長
野
県
内
の
六
つ
の
医
療
機

関
の
調
査
で
は
、
「
九
一
年
か
ら

九
五
年
二
月
ま
で
の
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
と
診
断
さ
れ
た
六
十
九
人

中
、
外
国
人
は
六
十
七
人
、
そ
の

う
ち
六
十
三
人
が
タ
イ
人
」
と
い

っ
た
結
果
が
出
て
お
り
、
全
国
で

も
タ
イ
人
感
染
者
の
多
い
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

　
　
「
国
内
で
の
エ
イ
ズ
感
染
を
防

ぐ
意
味
か
ら
も
、
日
本
在
住
の
タ

イ
人
感
染
着
に
つ
い
て
、
人
権
に

配
慮
し
つ
つ
調
査
や
対
策
を
急
が

な
く
て
は
」
と
同
セ
ン
タ
ー
の
小

林
米
幸
所
長
は
言
う
が
、
在
日
夕

イ
人
の
多
く
が
日
本
語
も
英
語
も

よ
く
で
き
な
い
た
め
に
相
談
窓
口

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

在日感染者を救護
　
こ
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

毎
週
月
曜
日
に
タ
イ
人
看
護
婦
に

よ
る
電
話
エ
イ
ズ
相
談
を
開
設
。

タ
イ
語
に
よ
る
Ｉ
。
般
の
相
談
も
月

・
』
‘
金
曜
に
受
け
る
。
ま
た
医
療
機

関
、
保
健
所
か
ら
要
請
を
受
け
て

タ
イ
人
看
護
婦
を
派
遣
、
患
者
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
今
後
の
生

活
指
導
を
行
う
ほ
か
、
往
日
タ
イ

人
に
対
す
る
感
染
予
防
啓
発
活
動

に
取
り
組
む
。

　
い
ず
れ
も
無
料
だ
が
、
看
護
婦

派
遣
な
ど
は
、
費
用
と
タ
イ
人

の
居
住
状
況
な
ど
の
関
係
で
関

東
、
甲
信
越
、
静
岡
に
限
る
。
三

か
月
間
の
結
果
を
踏
ま
え
て
来
年

度
以
降
の
実
施
も
検
討
す
る
。

　
相
談
は
同
セ
ン
タ
ー
（
０
３
・

５
２
８
５
一
８
０
８
８
）
へ
○

認勁麗嬰電話や看護婦派遣
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